
１

教育課程
学習支援

・授業の分からないところは、教科担当が丁寧に対応してくれている。
・テスト当日、生徒が体調が悪い時も臨機応変に対応してくれている。
・中学校時代に比べ試験勉強等の意識が高くなり、主体的に学習に取り組めている。
・年４回の生徒面接、振り返りシート、保護者懇談があり、生徒の個別支援が丁寧に進めら
れている。

２

生徒支援

・行事に対して、楽しく取り組んでいる様子がうかがえる。
・いじめアンケートや生徒支援の充実が、いじめ防止に繋がっている。
・生徒会活動などに主体的に取り組むことが学校に行く動機に繋がっている。

３

進路支援

・職場見学、専門学校等の見学により、進路に興味関心をもつようになっている。
・就職支援が適切である。
・学校生活とアルバイトを両立することにより、社会を学ぶことができている。

４

保健管理

・生徒が困ったことを保健室で聞いてくれることが、生徒の精神的な安定に繋がっている。
・養護教諭、SC、SSWが生徒を受け止め支援してくれている。
・コロナ感染症の対策ができていた。

５

ICT活用

・HPで学校の様子を知ることができる。
・ＨＰに行事予定等を載せると良い。
・健康観察など、ＩＣＴ活用できていた。

全体（総括）
・生徒が楽しく学校に通えており、保護者としては非常にありがたく感じている。これは、大
野高校定時制の生徒支援が充実しているからであり、現在の生徒支援を中心とした学校
運営を続けていただきたい。

（学校関係者評価を踏まえた今後について）

・生徒支援を中心とした学校運営を実施し、「自立した社会人としての力を身に付ける」ことを目標に教育活
動を進めていく。
・ICTを活用した授業研究・研修・実践や、校務のＤＸ化を更に進めていく。

令４年度　福井県立大野高等学校定時制　学校関係者評価書

（問）
　１　学校評価書の成果と課題は適切ですか。
　２　成果と課題を踏まえた今後の改善策・向上策は適切ですか。
　３　その他

（意見をお聞きした方）
　　令和４年度福井県立大野高等学校教育振興会学校評価委員（保護者代表１）
　　令和４年度福井県立大野高等学校教育振興会学校評価委員（保護者代表２）


